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例会報告  Vol.４８ No.３３（No.2274） ４月２０日（水）晴れ (司会 北村陽太郎委員長） 

本例会での主な事項 

☆会長挨拶                 ☆外部卓話  水海道青年会議所理事長 小林直仁様 

            

 

ビ ジ タ ー 

水海道青年会議所理事長 小林直仁様 

 水海道青年会議所専務理事 須田俊輔様 

 

誕 生 祝 

≪配偶者≫秋田会員 

 

幹 事 報 告  大塚令昌幹事 

週報受理クラブ 水戸ＲＣ、水戸西ＲＣ、水戸東ＲＣ、水戸单ＲＣ 

例会変更通知  なし 

 

会 長 挨 拶  白井 豊会長 

御挨拶申し上げます。 

水海道ＪＣの小林理事長、須田専務理事のお二方、例会にようこそおいで頂

きました。会員一同、ご歓迎申し上げます。 

今日 4月 20 日は、明治 4年に前島密により全国郵便制度が発足された日で

す。それまでは、飛脚による文書の配達で、特定の人々だけが利用する特殊な

ものでしたが、全国均一料金とポスト投函による近代郵便制度となり、広く全国

民が利用できるようになり、大変便利になりました。 

今回の東日本大震災直後は、携帯電話がなかなか通じず、家族との連絡、仕

事の連絡と色々不便を感じたことと思います。携帯電話も“いざ”という時に使えてこそですが、非常事

態・緊急事態のときは有効な方法ではありませんが、普段の生活の中で手紙や葉書のよさを見直しても

よいのではないでしょうか。 

さて、桜の花もこの辺では終わり、春真っ只中ですが、今夏は東京電力管内で予想される電力供給不

足は最大 1500 万キロワットと言われています。大口需要家が 25％削減を達成しても、それで減らせるの

は 400 万キロワット強に過ぎず、残りを家庭や小口需要家が減らさなければ追いつきません。これからは

ひとりひとりが「自分の暮らしを変える」というぐらいの心が必要ではないでしょうか。自宅でもオフィスでも

〝冷房設定は 27℃以上にするとか、電球を出来るだけＬＥＤにするとか、使わない電気器具のコンセント

を抜くとか、オフィスではクールビズを認める〟などなど節電の方法はいろいろあるかと思います。家庭の

契約アンペア数を下げるというのも節電策の１つだと聞いたことがあります。〝我が家、または仕事場でこ

んな節電をしている〟というものがあったら、ぜひ教えて頂きたいと思います。 

先週の例会で報告が出来ませんでしたので、今日改めて理事会の決定事項を申し上げます。東日本

大震災の当クラブからの義援金として、常総市役所及びつくばみらい市役所を通じて各々100 万円をお

送りします。次に社会奉仕委員会の今年度の奉仕プロジェクトとして、つくばみらい市に街路灯を贈る予

定でしたが、予算の都合上かないませんので、後ほど委員会で再度検討して寄贈するものを決める予定

になっています。 

それでは今日の例会もよろしくお願い致します。 
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外 部 卓 話  水海道青年会議所理事長 小林直仁様 

平素、水海道青年会議所の事業についてご協力いただき、誠にありがとうござい

ます。まずは、3月11日の東日本大震災におきまして、お亡くなりになられました

方のご冥福をお祈りするとともに、被災された方々に謹んでお見舞い申し上げま

す。 

当青年会議所は昨年中に年間スケジュールを組んでおりましたが、今回の震災

によって予定を変更し、6 月までは被災地支援のための活動に変更しました。も

ともと青年会議所は、戦後の日本復興のために立ち上がった青年達によって作

られた団体でした。その後、志のあるメンバーによって、まちづくりや青少年育成の事業に及び、現在に

至っておりますが、今回の震災によって、今一度、青年会議所の原点に立ち返り、私達の使命を感じる

時であるとも思っております。 

偶然ではありますが、本年度のスローガンは「使命感生（使命を感じて使命に生きる）」というものを 

付けさせていただいておりますが、まさにメンバー自らが、自分の使命というものに向き合い、 

自分がこの世において何が出来るのかということを、行動において示す時であると思っています。 

青年会議所は、自分の使命を感じ・考えることのできる、多くの経験を積める機会も与えてくれます。 

そしてそれは、自分が気付いてこなかった可能性、もしくは可能性を限定的にしてきた自分の人間的な 

幅を大きくしてくれる場所でもあります。 

現在は 22 名のメンバーで活動しておりますが、今後一人でも多くの方にメンバーになっていただき、 

私達と共に活動し、各々の可能性を広げることで、このまちに少しでも貢献していただけたらと思っており

ます。本日はありがとうございました。 

 

出 席 報 告 （古谷榮一委員長） 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜暇 メーク 出 席 率 

５７名 ３９名 １８名 ０名 ３名 ７３．６８％ 

 

ニコニコボックス 北村英明委員長             入金計 ￥30,000   累計 ￥1,805,000  

誕生祝御礼≪配偶者≫秋田会員 

本格的な春になりました。一層元気を出しましょう。   白井会員 

理事長、ようこそ。卓話お願い致します。  大塚会員 

無事退院出来ました。また娘が嫁に行きました。   秋田会員 

青年会議所小林理事長、須田専務理事、宜しく！！ＯＢとして   鈴木（豊）会員 

小林理事長、須田専務理事、宜しくお願いします。   登坂会員 

ゴルフが出来るようになりました。お誘い下さい。  田上会員 

早退します。  武藤会員 

その他   横山会員 

今週も早退させて頂きます。  石塚（克）会員 

例会欠席しました。   染谷（昭）会員 

 

 

会報委員会 秋田政夫委員長 石塚利明副委員長 穂戸田好範委員 石塚幸一郎委員 
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親愛なる同僚ロータリアンの皆さん、   

 ほとんどのロータリアンは、ロータリーが何十年にもわたって四大奉仕部門のもとに活動してきたこと

を知っています。すなわちクラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、それに国際奉仕です。しかしながら、2010

年の規定審議会でまれな出来事が起こりました。その規定審議会で、これまでの規定審議会で否決さ

れてきた第五の奉仕部門を付け加えるという立法案が採択されたのです。 

「新世代奉仕」がひとまとめに 

 新しい部門は「新世代奉仕」と呼ばれ、この変更によって若干の混乱と懸念を生じました。この立法案

の提案者は支持の理由書を添付していませんでした。従って、私たちは文書化された提案者の論理的

根拠は持っていません。しかしながら、私には、新世代向けのロータリーのプログラムに対して、さらに

多くの関心を集めることがその目的であり影響であるように思えます。 

 インターアクト、ＲＹＬＡ、ローターアクト、それにロータリー青少年交換などのロータリーのプログラムは、

若い人々にとって世界で最も優れたものの一つでしょう。しかしながら、クラブや地区レベルではこれら

のプログラムが社会奉仕と国際奉仕に分かれていて、そのことによって調整はさらに難しくなっていまし

た。五大奉仕部門への変更により、それぞれのクラブや地区は、若い人々のためのロータリープログラ

ムを監督したり推進したりするための理事、あるいはコーディネーターを一人置くだけで済むことになり

ます。 

ロータリーへの好ましい影響、肯定的な記憶 

 新世代と一緒に行う私たちの活動には、二つの有益な恩恵があります。第1に、親睦、奉仕、高潔性、

多様性、リーダーシップといったロータリーの中核となる価値観に接することによる、参加者たちへの好

ましい影響。第2に、参加者のその後の生活において、ロータリークラブに入る動機となるようなロータリ

ーへの肯定的な記憶。私たちは、プログラムの参加者たちをロータリー会員に迎え入れるために、より

良い仕事をする必要があります。さらに参加者たちがそれらのプログラムを終える際、それぞれの名前

や E メールアドレスを記録に残すなどの計画を立てる必要があります。 

新世代プログラムの参加者を会員に 

 従って、実際には 2010 年の規定審議会では、新しいプログラムを一切創設していません。しかし、第

五の奉仕部門を付け加えたことによって、新世代のためのプログラムを将来に向かってより大きく、より

良く、そしてより豊かにしようという私たちの探求、そして、より多くの参加者たちを会員に取り込む手助

けとなるでしょう。一挙両得の理想的な事例です。 

 

 

 

RAY KLINGINSMITH 

PRESIDENT, ROTARY INTERNATIONAL 


